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1.はじめに 
高齢化社会の急速な進行に伴い脳血管障害など

が原因で、言語処理を行う脳部位に障害を受けて失
語症になる患者が年々増加の傾向にある。このような
失語症患者は、病院などの訓練施設で言語訓練の
専門家である言語聴覚士と一対一で何度も繰り返し
訓練を行うことで効果があるとされている。しかし、失
語症患者は、脳内の言語野だけでなく、運動を司る
部位にも併せて障害を受けることが多く、リハビリテー
ションを行う言語聴覚士や訓練施設の数は、患者数
に比べ不足しているという理由から失語症患者一人
一人が充分な量の言語訓練を受けることが難しいと
いう状況にある。一方、インターネット環境の普及によ
り、誰でも比較的容易にインターネット環境を利用で
きるようになってきている。 
このような背景をふまえ、先行研究で失語症患者が
インターネット環境を利用した失語症患者用言語訓練
システムが開発され、その有効性が示されている。 
本研究では、さらに多くの種類の言語訓練が行え
る失語症患者用言語訓練支援システムとするために
言語訓練プログラムの一つである動詞絵カードと文
のマッチング訓練プログラムの開発を目的とした。 
 
2.言語訓練システムの概要 
図 1に言語訓練支援システムのイメージ図を示す。 

 

 
     図 1 言語訓練システムのイメージ図 

 

言語訓練用サーバには、言語訓練に必要なプロ
グラムと問題・音声データおよび、訓練条件や訓練
結果を管理するデータベース、インターネット環境を
利用して訓練プログラムを提供するＷＷＷサーバか
ら構築されている。 
言語訓練を行う患者は一般的なブラウザを利用し

てインターネット経由で言語訓練用サーバに接続し、
訓練を開始する。言語訓練が終了すると、患者の ID、
訓練日時、提示問題、問題の正誤、反応時間が訓練
結果として訓練結果データベースに保存される。 
患者を指導する言語聴覚士は訓練結果参照プロ

グラムを利用して訓練結果を参照することで患者の
訓練状況や訓練による言語能力の変化などを把握
することができる。 
ここで、本研究で開発した動詞絵カードと文のマッ

チング訓練プログラムの開発には、Macromedia 社製
Flash MX、データベース操作スクリプト PHPを使用し
た。また、WWW サーバに Apache、データベースに
MySQLを使用している。 

 
 

3.動詞絵カードと文のマッチング訓練プログラム 
図 2 に本研究で開発した訓練プログラムの画面例
を示す。言語訓練を行う患者は、提示された動詞絵カ
ードと音声が一致しているかどうかを判断し、「正」また
は、「誤」のアイコンをポインティングすることにより解
答を行う。問題に正答した場合は○印を表示し、患者
が確認を行うための絵カードの説明画面を表示した
後、次の問題に移る。問題に誤答した場合は×印を
正誤のボタン上に表示する。同一問題で誤答や 15秒
間無反応が 3回続くと音声と文字で正答を示し、次の
問題に移る。 
 

 

  
a).問題解答画面    b).絵カード説明画面 
問題音声:字を書く 

 

図 2 言語訓練プログラムの画面例 
 
4.まとめ 
本研究で開発した動詞絵カードと文のマッチング

訓練プログラムを実際に失語症患者に試用してもら
い、言語訓練を行っている言語聴覚士から次のよう
な意見を頂いた。 

 

1)インターネット環境を利用することで患者が好きな
時間に何度でも言語訓練の自習が可能であるだ
けでなく、訓練施設に通う回数を減らすこともでき
るので、家族の負担を軽減することも可能である。 

2)聴覚的フィードバックが悪い失語症患者にとって
絵カード説明画面により問題を再確認できること
が失語症患者の言語訓練に有効である。 

 
 

これらのことから、本研究で開発した動詞絵カード
と文のマッチング訓練プログラムは、失語症患者の言
語訓練に有効であると考えられる。 


